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術後10 日目にお ける 自己抜去例 1 例にお い て 腹膜

炎の 予防に有用 で あ っ た Ⅹ 線透視 は
,
穿刺部位

に腸管が重な っ た症例が なく , その 有f副生は不 明

で あ っ た 慢晩期 の 療孔損傷時に既述 の 機材を使

用 して 胃癌を再造設する こ と によ り
,
チ エ

-

フ の

誤挿入例を認めなか っ た また内視鏡 の 再挿入を

省略し て も
, 牽引不良による腹膜炎 の 発症はなく

,

今後も再挿入 は不要と考えられ た
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症例は
,
36 才の 男性 ,

心寓部痛 に て 当科
′乏診 上

部消化管内視鏡検査 で 胃の悪性リ ン パ 腫 (d lr f u s e

m l X e d c ell t y p e) と診 断し た 免疫染色 で
,
T 細

胞の マ
ー

カ
ー

で ある U C H し 1 や C D 3 が陽性 で
,

B 細胞 の マ
ー カ ー で ある L 26 が 陰性 で あ っ た ま

た
,
全身検索で 他の 部位 に は病変を認 めす

,
胃原

発の T 細 胞性 悪性 リ ン パ 腫 と 診 断 し た A n n

A rb o r の st a g e T E と考え
,
胃全摘術を施行 した

胃角小琴前壁寄りを中心と した 2 型様 の径1 1 × 10

c m の 進達度 S E の 腫療を認め
,
2 群ま で の リ ン パ

節 の ほ と ん どす べ て に 浸潤 を認 め
,
最 終 的 な

st a g e は Ⅳ で あ っ た 現在 , 化学療法を行 い なが ら
,

経過観察中で ある

胃の 悪性リ ン パ 腫は
,
胃の 悪性腫虜全体 の 1 -

3 % と い われ て おり
,
中で も T 細胞怜 は

,
頻度が

低く , 本邦 の 報告例 で も2 0 数例が散 見さ れ る の み

で ある 九 州地 方等 で は
,

H
｢

r L V - 1 陽性 の もの が

知られ て い る が
, 本症例 は

,
H T L V - 1 や 表面 マ ー

カ ー の C D 4 も陰性 ,
また

,
C D 5 6

,
C D 5 7 も陰性 て

あり
,
T - N K 細胞由来の リ ン パ 腫も否定的 で あり

,

稀な タ イ プと考えられ
, 報告した
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E 背景 と目的】 十 二 指腸領域 の M A L T o m a は

報告が少なく
,
臨床的特徴に つ い て も い まだ 明ら

か で な い 我 々 は
,

当 村 に お け る 十 二 指 腸

M A L T o m a 症例 ( 3 例) を検討し
, 若干 の 文献的

考察を加え
,
その 臨床的特徴 に つ い て 検討 した

【症例】

〔症例 1 〕5 5 才男性 2 n d p o r t l O n の 多発性 リ

ン パ 慮胞様 の 病変が M A L T o m a と診 断さ れ た

Ig H 再構成あり H p y l o r l 陽性 に て 除菌療法を行

うも変化なし

〔症例 2 〕7 0 才 女 性 球 祁 の 隆 起 性 病 変 が

M A L T o m a と診 断され た Ig H 再構 成な く
,

H

p yl o r l 陰性 5 年間韓治療 で経過観察さ れ て い る

が
,
病変 の 出現 ･ 消退を繰り返 して い る

〔症例 3 〕7 2 j 女性 球部 の 隆起惟 病変よ り形

質細胞 へ の 分化傾向が 顕著 な M A L T o m a を認め

た 抗生物質 の投与を行 い
,
-

一

時
,
十 二 指腸病変は

縮小したが
,
そ の 後大腸 ･ 直腸 にも同様 の M A L

T o m a が出現 した

【考察】 当村 の症例から は
,
H p y l o r l と の 関係

は明らか で はなか っ たが
,
肉眼的 に も組織学 杓に

も病変自体が出現 ･ 消退を認め る症例がある こ と

が わか っ た

17　食道炎として経過観察されていた食道癌の2
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逆虎性食道炎類似 の 内視鏡所 見を呈し食道嬬と

確診される まで
, 経過観察を余儀無くさ れ た);LJ 例

を 2 例報告 した
一 例 は

,
食道 f 部の 単発 の び ら

ん で G E R D に 特有 の 臨床庄状 を伴 い 2 年間 の 経

過観察後
,
びら ん の 増大を認め生検 で 食道癌 と診

断され た -
･

例は食道下 郎か ら中部 に 縦 走す る発


